
平成 22年度卒業論文・卒業研究題目

人間科学

氏 名 題 目

荒 瀬 洸 ハリウッド史からみたスタンリー・キューブリックの特異性

窪 靖 代 妖怪 DBからみる動物憑きの全体像 ―人と動物のありかたを考えるために―

秋 田 真 澄 ベルトルト・ブレヒトの叙事詩的演劇における意図

岡 田 裕 司 “無意識に見て無意識に行為する”こと ―ある視覚障害者への考察を通して―

小 泉 智 裕 演劇の時代性 ―｢世界観の演劇」から「空気感の演劇」へ―

中 井 直 樹 文化的資源を活用した地域活性化 ―滋賀県長浜市を事例として―

林 沙 織 ｢児童デイころぽっくる」からみる発達障害をかかえる子どもの支援

芳 居 美 幸 スペインにおける聖像受容 ―スルバランの処女殉教聖女立像を通じて―

淺 野 文 色彩と人間の心理 ―精神分析的視点を手掛かりとして―

荒 木 郁 緒 現在の私と 0歳の頃の私をつなぐものについての一考察

―0歳の頃についての家族画を基にした語りを通して―

乾 英理子 関係性からみる共同保育「智頭町森のようちえんまるたんぼう」

―地域と保育，保育者と子ども，人間と自然―

大 谷 華 恵 明治・大正期の日本の百貨店広告について

小 河 真梨奈 ジャニーズ文化が成功したのはなぜか

〜ジャニーズの戦略とファン目線の上昇と消費の形態を巡って〜

木 月 二 郎 レヴィナスの〈欲望〉について ―〈女性的なもの〉を手がかりに―

黒 澤 雅 恵 指示理論の枠組みにたいする批判的検討

才 治 拓 真 組織におけるインフォーマル言説の調査方法と開発

佐 野 泰 之 『知覚の現象学』における表現の問題

島 津 史 奈 BLからみる現代女性のセクシュアリティ観と恋愛観 ―既存のジェンダー秩序の相対化―

高 橋 寛 之 秩序原理としての先輩後輩関係 ―機能的必要性を超えて―

棚 田 史 彦 近代における生政治と身体 ―ドイツにおける体育思想の展開を中心に―

中 島 祐佳利 『視覚新論』『人知原理論』における「示唆」の仕組みについて

―｢示唆」から探る触覚的対象についての主張の違い―

西 内 亮 平 因果推理において「反省の印省」が果たす役割 〜｢信念」を理解するために〜

濱 田 修 平 行為選択の場における「困惑」

平 井 麻美子 女性ファッション雑誌『CanCan』に見るライフコースの変遷 ―1982年〜2009年を対象に―

増 井 秀 樹 ｢親になる」とはどういうことか：一組の夫婦の半年にわたるインタビュー調査から

松 岡 沙南絵 育児を通した育自 〜子育てで“育つ”トキ〜

丸 山 綾 子 現代日本における大学生の社会啓発活動
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山 元 智 怜 『悲劇の誕生』における生への衝動について

横 山 優 樹 仏式葬儀の形骸化に対する一考察 ―宗教儀礼の意味づけをめぐる教理と民俗の葛藤―

吉 松 覚 フーコーの絵画論における表象作用の解体 ―〈可視性〉の概念を中心に―

三 谷 俊 輔 高等学校における数学教育に関する一考察

認知情報

氏 名 題 目

松 根 健太郎 確率的アルゴリズムにおける計算可能性について

森 脇 征 大 インスリン抵抗性改善薬「ピオグリタゾン」の血糖に及ぼす影響

天 野 琢 也 刺激の配置に関する空間統計情報の知覚

相 原 健 志 他者運動の情報が自己運動に与える影響

浅 田 翔 空腹時血糖が正常高値以上の肥満者においてグルセルナ®
SRを朝食代替として使用した場合の糖

尿病発症リスク低減効果

有 山 宗 樹 単純接触効果における冗長性効果の視覚と触覚を用いた検討

井 上 朝 暁 落語の英訳に見られる工夫とその目的の考察

鵜 殿 淳之介 不完全情報ゲームにおける優位性獲得のための戦略

大 西 圭 介 n人ゲームにおける Nash均衡戦略の存在証明

尾 方 弘 樹 重力変化が上下肢の血流量に及ぼす影響

尾 崎 正 典 Acute effect of ballistic stretching on the Voluntary contraction

(バリスティックストレッチによる最大随意収縮への急性的効果)

黒 田 一 平 インターネットスラングの認知言語学的考察

古 賀 裕 紀 色弁別プライミング課題を用いた色字共感覚における文字と共感覚色の連合様式の研究

酒 井 陵 吾 Effects of Ginger Extract on p70 S6 Kinase in Rat Skeletal Muscle

(ラット骨格筋における生姜抽出物の p70S6キナーゼに対する影響の検討)

田 中 美 都 視覚的注意の意図的制御と注意キャプチャとの関係

田 中 陽 次 Investigating the Applicability of Surface Electromyography to Iliopsoas Muscle during Gait

(腸腰筋における表面筋電図法の適用可能性の検証)

田 辺 弘 子 Pu-erh tea extract activates Akt and induce Glucose transport in rat skeletal muscle

(ラット骨格筋におけるプーアル茶抽出物の Akt活性化と糖輸送促進効果)

津 田 諭 志 Coffee polyphenol caffeic acid but not chlorogenic acid increases 5ʼ-AMP-activated protein kinase and

insulin-independent glucose transport in rat skeletal muscle

(ラット骨格筋におけるコーヒーポリフェノールのクロロゲン酸とカフェ酸による AMPキナーゼ

活性化およびインスリン非依存性糖輸送促進効果の検討)

寺 山 慧 関手的意味論による一階の理論の健全性と完全性について

中 桐 徹 也 異なる酸素濃度への曝露が酸化ストレス度に及ぼす影響

萩 生 翔 大 The region specificity of rectus femoris (大腿直筋の部位特異性)
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藤 岡 俊 治 ゼブラフィッシュセロトニン作動性神経の GFPによる可視化

宮 崎 雄 平 多角形によるタイリング

村 上 良 太 The Effect of Respiratory Muscle Training on Maximal Oxygen Consumption in Trained Individuals

(鍛錬者の呼吸筋トレーニングが最大酸素摂取量に及ぼす影響)

森 知 士 ウォーミングアップが運動パフォーマンスに与える効果の文献的検証

山 口 雄 輝 The Syntax-Semantics Correspondence in English Double Object Constructions

(英語二重目的語構文における統語と意味の対応)

吉 井 裕 八 H反射の強さのゆらぎと心理状態の関係

国際文明

氏 名 題 目

伊 藤 剛 士 非嫡出子の差別をめぐる考察

―非嫡出子の相続に関する民法第 900条の合憲性が争われた事例の考察を通して―

田 代 祐 一 尖閣諸島中国漁船衝突事件のゲーム論的分析

帖 佐 翔 人 A Normative Study on CSR (CSRの規範的検討)

西 谷 太 郎 利他的な決定を合理的に下す為の方法について

折 井 麻 紀 雇用型テレワークの普及における労働時間の可視化の必要性

蔭 山 尚 孝 離婚の経済学 〜離婚件数の時系列分析〜

金 井 三矢子 八代集中の和歌の題と歌材の変遷について 〜古今集と新古今集を中心に〜

丹 羽 妙 京都市未来まちづくり 100人委員会の可能性

平 瀬 靖 典 今後の日本の雇用体系のあり方について

古 野 愛 子 日本的経営の実態と可能性 ―日本型ワークシェアリングは実現できるのか―

村 上 嵩太郎 資源紛争 ―人口・需要増加による供給不足と資源ナショナリズム―

吉 本 浩 樹 公共性の見地からみる NPOバンクの現在と未来

秋 吉 美 穂 大学入試選考における Affirmative Action再考 ―2003年 Grutter判決を中心に―

井 上 周 京都大学吉田南構内における交通環境のモデル化

岩 澤 佑 典 新渡戸稲造と『武士道』 ―日米から見た武士道―

大 崎 春 一 赤字財政下における日本の公債発行の妥当性に関する考察

小 野 元 中山間地域等直接支払い制度実施状況について

河 本 勇 人 メトロポリターノバスリマはなぜ成功したか

小 山 祐美子 未返還自転車の現状と返還料値上げに関する考察

作 山 哲 平 ニーチェにおける芸術概念について

佐 藤 峻 貧困指標と日本人

下 家 大 典 格安航空会社をとらえなおす 〜モダニティとの関連とグローバル化への影響〜
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新 庄 晃 平 生物多様性保全対策の経済評価

―固有種を配慮した琵琶湖の水位操作に関する CVMを事例として―

菅 原 聡 子 マニフェスト選挙における国民の役割

須々木 亮 祐 世界遺産登録がもたらす経済的価値

竹 上 智 己 貨幣論の考察 ―マルクスとメンガーを手掛かりに

田 中 いくみ A・ホネットの承認論に基づく「歴史認識論争」の再検討

〜公的論題に関する生活世界内の相互行為のあり方をめぐって〜

富 澤 優 衣 三十六人撰

中 野 理沙恵 京都府「府民公募型安心・安全整備事業」における評価

中 原 一 弥 2・26事件後，如何にして，軍部は影響力を強めたのか。

1930年代の日本の政治・軍部・メディア等の観点から，その要因を考察する。

中 山 良 子 福沢諭吉の「独立自尊」と日本人 ―果たして「一身独立」は日本人に要求できるものなのか―

西 嶋 正 信 毛沢東をどう評価するか

原 尚 吾 日本地政学の国家戦略としての意義 ―皇道精神としての側面から―

松 本 真奈美 これからの日本の国家安全保障

溝 口 侑 日本において自転車は街と共存できるのか？ ―京都市の事例を中心に―

山 下 翔 日本における「中国共産党」に対する論調

渡 邊 裕 二 グローバリゼーションの中で変質した政治経済システムが引き起こした新たな貧困とその解決策

としてのベーシックインカム

深 谷 麻 衣 観光地における飲食需要変動の要因分析 ―清水寺周辺飲食店を事例として―

文化環境

氏 名 題 目

廣 本 のどか ヒロシマの記憶の継承を考える ―｢爆心復元運動」及び「爆心復元地図」の再考を通して―

堀 部 碧 ｢マジョリティ」としての連帯の在り方を問う

―パレスチナ/イスラエルをめぐる今日の世界から見えてくるもの―

稲 角 暢 身体言語からなる調教と馬群の管理 ―北海道十勝地方における事例から―

國 友 勇 冴 神戸の都市構造の変容 ―大正，昭和初期を中心に―

小 西 修 司 ｢はっぱの町」で生きる ―徳島県上勝町における町民とよそ者の関わり―

社 本 沙也香 近代日本における書道教育の一側面 ―文検習字科の検討を通して―

谷 口 稜 子 メルボルンの日本人 ―16人の語りから見えてきた 16通りのメルボルン生活―

中 切 悠 子 ｢ボランティア団体」の成立 ―個人の意識と行動がいかに寄与するか―

永 里 淳 山村集落における社会構造と社会生活

西 﨑 友 美 京都「寺 (てら) 並 (なみ)」地域における寺院と街のつながり

―過去・現在の空間特性と住民交流の視点から―

芳 賀 文 絵 伝統の伝承 ―奈良県生駒市高山茶筅の里における茶筅作りをもとに―
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長谷川 新 アートの楽園で生きる ―観光地化の進む直島における「住民」の志向と実践―

肥 後 真 大正期『婦人公論』が目指した理想的生活とその限界 ―新中間層の成立を背景に―

増 田 隆 秀 マリ共和国における定期市の地理学的考察

森 上 将 太 尾道市中心部 (山手地区) の景観形成要素に関する考察

―傾斜地に立地した都市の一例として―

森 山 明 香 ｢歩くまち・京都」を目指す京都市の取り組みに関する考察

吉 野 雄一郎 ウクライナ・アイデンティティの形成 〜19世紀文化闘争とそこに至るまで〜

自然科学系

氏 名 題 目

田 川 啓太郎 酸化物ブロック層を有する鉄砒素高温超伝導体 Fe2As2Ca6(AI, Ti)4Oyの核磁気共鳴

石 橋 宣 史 Molecular evolution of cryptochrome genes in wild soybean (Glycine soja) in Japan

(日本におけるダイズ野生種ツルマメのクリプトクロム遺伝子の分子進化)

植 田 想 チンパンジーによる色と図形の象徴見本合わせの長期記憶保持

五 行 由 磨 新規二次元 X線吸収分光法による電極内電位分析の測定

佐 野 直 高効率太陽光発電のための波長変換薄膜材料の作製および光物性評価

島 田 康 伸 部位局在型銅蛍光プローブの開発

善 福 章 京都盆地における大気の成層状態に関する研究 ―比叡山観測を通して―

宮 澤 悠 Differentiation of rhodopsin gene among Luciogobius species in diverse light environments

(多様な光環境におけるミミズハゼ属魚類のロドプシン遺伝子の分化)

三 好 茜 らんかん岩の蛇紋岩化作用について：北海道神居古潭帯 岩内岳超塩基性岩体の例

望 月 陽 人 琵琶湖におけるウランの分布と動態

守 田 悠 三 フラクタル日除けを用いた樹冠遮断率の測定

八 木 春 樹 Population genetic structure of Lysimachia mauritiana (Primulaceae) across the Tokara Tectonic Strait in

the Ryukyu Islands

(琉球列島トカラ構造海峡を挟んだハマボッス (サクラソウ科) の集団遺伝構造)

山 田 俊太郎 Genetic diversity of symbiotic cyanobacteria in Cycas revoluta (Cycadaceae)

(ソテツ (ソテツ科) に共生するシアノバクテリアの遺伝的多様性)
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